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2020年度日本遺伝学会年会費ご納入のお願い

　平素より皆様には日本遺伝学会の発展に対し，いろいろとご支援を賜り，厚くお礼申しあげ
ます．
　さて，₂₀₂₀年度日本遺伝学会年会費を，下記郵便振替口座までご納入下さいますよう，よろ
しくお願いいたします．なお，年会費のご納入をクレジットカードにてお支払いいただく場合，
ご利用方法の詳細を学会 HPの各種手続きをご参照くださいますようお願いいたします．

普通会員 ₁₀,₀₀₀円

学生会員︵注₁*︶  ₃,₀₀₀円（学生会員は初年度会費は免除）

シニア普通会員  ₆,₀₀₀円

シニア永年会員 初回のみ　₃₀,₀₀₀円，以降の年会費は免除

教育会員  ₂,₀₀₀円

（注 ₁ *）学部学生と大学院生が対象です．郵便振込の場合，振替用紙の通信欄に
指導教員のお名前をご記入ください．入会申請後に，在学証明書をFAX，
あるいは電子メールの添付ファイルにて事務局までお送りください．上
記の手続きが完了した場合のみ，初年度会費が免除されます．

●郵便振替の場合
　　　口座名義　日本遺伝学会
　　　口座番号　₀₀₈₉₀-₁-₂₁₇₃₁₆
●他の金融機関（ATM）から，ゆうちょ銀行の口座へ振込・振替をされる場合
　*****他金融機関からの振替口座番号 *****

　　　・店　　名　　〇八九（ゼロハチキュウ）
　　　・預金種目　　当座預金
　　　・口座番号　　₀₂₁₇₃₁₆
　　　＊お手数料に₄₄₀円かかります．
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大会ニュース	 その 2 	 2020年 9 月16日（水）～19日（土）　熊本

日本遺伝学会第₉2回大会ご案内

　先にご案内しましたように，本年度の大会はくまもと県民交流館パレアを会場に開催されます．

会　　場：くまもと県民交流館パレア（〒₈₆₀-₈₅₅₄　熊本市中央区手取本町 ₈番 ₉号
　　　　　テトリアくまもとビル ₉階・₁₀階）
会　　期：₂₀₂₀年 ₉ 月₁₆日（水），₁₇日（木），₁₈日（金），₁₉日（土）
企画（予定）：
　　　　　一般講演（口頭発表） 　　　　　　 ₉月₁₆日（水）午前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ₉月₁₇日（木）午前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ₉月₁₈日（金）午前
　　　　　若手ポスター発表（学部生・博士前期課程大学院生を対象）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ₉月₁₆日（水）午後
　　　　　ワークショップ　　　　　　　　　 ₉月₁₆日（水）午後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ₉月₁₇日（木）午後
　　　　　プレナリーワークショップ　　　　 ₉月₁₈日（金）午後
　　　　　国際シンポジウム　　　　　　　　 ₉月₁₇日（木）午後
　　　　　シンポジウム　　　　　　　　　　 ₉月₁₆日（水）午後
　　　　　総会・受賞講演会等　　　　　　　 ₉月₁₈日（金）午後
　　　　　ナイトゼミナール　　　　　　　　 ₉月₁₆日（水）夕方
　　　　　懇親会　　　　　　　　　　　　　 ₉月₁₇日（木）夕方
　　　　　公開市民講座　　　　　　　　　　 ₉月₁₉日（土）午後

申し込み：参加と講演の申し込みは例年通りホームページからとします．
　　　　　大会ホームページ：http://gsj₉₂.com/

　　　　　講演申し込み・要旨受付締め切り　 ₆月₁₂日（金）
　　　　　事前参加申し込み締め切り　　　　 ₇月₃₁日（金）

【第₉₂回大会参加費，懇親会費，ナイトゼミナール参加費】
大会参加登録費

事前参加登録 当日参加登録

一 般 会 員 ₈,₀₀₀円 ₉,₀₀₀円

学 生 会 員 ₀円 ₀円

一般非会員 ₁₀,₀₀₀円 ₁₁,₀₀₀円

学生非会員 ₀円（予稿集は当日実費販売） ₀円（予稿集は当日実費販売）
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懇親会費

ナイトゼミナール参加費

＊事前参加申し込みの方は，大会ホームページ（http://gsj₉₂.com/）より，事前参加登録および参加費のお支払
いをお願いいたします．
　クレジットカード決済またはコンビニ決済をお選びください．
＊利用可能クレジットカード：VISA，MASTER　一括払いのみ
＊コンビニ決済：ローソン，ファミリーマート
＊お支払い手順の詳細は大会ホームページにてご確認ください．
【大会 HP】http://gsj₉₂.com/

皆様には是非ご参加くださいますようお願い申し上げます．
日本遺伝学会第₉₂回大会準備委員会
大会委員長　荒木喜美（熊本大学　生命資源研究・支援センター）

連 絡 先：日本遺伝学会第₉₂回大会　運営事務局
（株）ジーニス コンベンションサービス　担当（白浜・飯田）
〒₈₁₀-₀₀₇₃　福岡市中央区舞鶴₃-₁-₂₇第 ₂ 理研ビル₂F
TEL：₀₉₂-₇₂₂-₂₈₁₁（平日₁₀：₀₀～₁₇：₀₀）
FAX：₀₉₂-₄₀₆-₂₄₆₇

E-mail：gsj₉₂@zenith-j.co.jp

事前参加登録 当日参加登録

一 般 会 員 ₆,₀₀₀円 ₇,₀₀₀円

学 生 会 員 ₃,₀₀₀円 ₄,₀₀₀円

一般非会員 ₇,₀₀₀円 ₈,₀₀₀円

学生非会員 ₄,₀₀₀円 ₅,₀₀₀円

事前参加登録 当日参加登録

一 般 会 員 ₃,₅₀₀円 ₄,₀₀₀円

学 生 会 員 ₀円 ₀円

一般非会員 ₅,₅₀₀円 ₆,₀₀₀円

学生非会員 ₂,₅₀₀円 ₃,₀₀₀円
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　巨星墜つ．₂₀₁₉年₁₂月 ₂日，関口睦夫名誉会
員の訃報に接して，この言葉が胸に迫ってき
た．私は大学院生および関口
研究室の助手として関口先生
に薫陶を受け，その後は離れ
た場所にいた期間が長いが，
常に身近に先生の存在を感じ，
また折に触れて公私にわたる
アドバイスを受けてきた．偉
大な先達であり生涯の師を
失ってしまったが，私の心の
中に今でも生き続けている関
口睦夫先生のことを記して追
悼の言葉としたい．
　関口先生は，₁₉₅₅年に大阪
大学理学部生物学科を卒業後，
同大学大学院に進学されて以
来，₆₅年間の長きにわたって日本遺伝学会会員
として活躍されてきた．我が国の分子遺伝学分
野の先駆者として，また，より広く分子生物学
のリーダーとして世界に誇れる数々の研究成果
をあげられたことは会員皆がよく知るところで
ある．それと同じくらいに，教育者として，関
口研究室の門下生はもとより，多くの後に続く
者達に科学研究の魅力や素晴らしさ，なにより
研究の楽しさを身をもって伝えてこられた．ま
た，日本遺伝学会の会長として本学会の発展に
大きな功績をあげられるなど，遺伝学に関わる
研究者組織を確固たるものとすることに尽力さ
れた．そのことは，本学会のみならず，日本分
子生物学会，日本生化学会，日本癌学会などに
おいても名誉会員の栄誉を与えられていること
が物語っている．
　関口先生はパッションの人であった．また，
類い希なる先見性と強い好奇心から，大きな夢
に向かって常に挑戦し続ける研究者であった．

第二次世界大戦後間もない頃，まだ米国での分
子遺伝学の潮流は日本には及んでいなかった．

当時，大阪大学工学部の学生
であった関口先生は，吉川秀
男先生の講義の中で日本でも
戦中に一遺伝子一酵素説が唱
えられていたことを知り，そ
のことに衝撃を受けて工学部
から理学部に転学部して吉川
先生の門をたたかれたと聞い
ている．これからは核酸の研
究が大事と考えられて，RNA
とタンパク質合成の関係を突
き止めるべく，情報が限られ
ている中，カイコの絹糸腺の
RNA分析に自力で挑戦され，
博士論文を書かれている．

mRNAの概念が提唱される前のチャレンジン
グな研究に驚かされるが，当時の日本の研究環
境が厳しい中にも，学生の意欲と才能を信じて
自由な取組を見守れた吉川先生のお考えも大き
かったのであろう．その後，米国留学の期間も
含めて，関口先生は大腸菌やバクテリオファー
ジを材料にした研究に没頭され，バクテリオ
ファージ T₄の紫外線損傷 DNAに特異的な修
復酵素（T₄ End V）の研究成果で世界から大
きな注目を得られた．DNA修復の現象は古く
から知られていたが，実際の修復酵素を世界で
初めて同定し，その酵素活性を試験管内で初め
て示されたからである．修復欠損の変異ファー
ジを用いた遺伝学的解析と生化学のアプローチ
を組み合わされた見事な研究成果であった．関
口先生の素晴らしいところは，研究のオリジナ
リティを大事にしつつ，そればかりにこだわる
のではなく，常に新しい方法や方向を世界中に
探し求めて，自ら試されたことだと思う．T₄ 

惜　　別

追悼　関口睦夫名誉会員（₁₉₃2-20₁₉）

奈良先端科学技術大学院大学　真木寿治
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End Vの研究を当時発表されたばかりの遺伝子
クローニングやDNAシーケンスの技術を用い
てDNA修復プロセスの精緻な分子機構を解明
されたことや，岡田善雄先生との協同研究でヒ
ト色素性乾皮症細胞に T₄ End Vを導入して細
胞の修復欠損を回復させる実験など，一つの発
見から，それをより深く，より広く展開するこ
との大事さを多くの研究者に示された．関口先
生の好奇心は尽きることなく，アルキル化
DNA損傷や酸化 DNA損傷の修復機構の研究
を大腸菌，ヒト細胞，マウス個体などを縦横無
尽に使った研究スタイルで突き進まれた．これ
らの研究成果により，₁₉₉₂年には日本遺伝学会
木原賞を，₁₉₉₇年には日本学士院賞を受賞され
ている．晩年には，酸化 RNA損傷と老化の関
係にも取り組まれて，研究者人生の最後まで大
きな夢に向かわれた．この研究が未完に終わる
ことなく，後に続く者達が次の展開を成し遂げ
ることを心に願って研究者人生を閉じられたの
ではなかろうか．
　関口先生は好奇心を持つ学生，後進を尊重
し，鼓舞し，応援する優れた教育者であった．
₁₉₆₉年に九州大学理学部生物学科に新設された
分子遺伝学講座の教授に就任，₁₉₈₅年に同大学
医学部第一生化学講座，₁₉₉₁年に同大学生体防
御医学研究所生化学部門の教授を歴任され，そ
の間，多くの学生を育てられた．私は，関口先
生の分子遺伝学の講義がとても面白く，毎回待
ち遠しかったことを覚えている．関口研究室に
入って知ったが，私と同様に先輩のほとんどが
先生の講義を聴いて分子遺伝学を志したという
のが入門の理由であった．世界で何が今進んで
いるのか，どのようなことがこれから分かるよ
うになるのか，当時の若者の好奇心に火を付け
る講義であった．当時の関口研究室は，全国か
ら血気盛んな若者が集まっていて，各地の大学
や研究所の研究者の出入りも多かった．分子遺
伝学の梁山泊の体であった．関口先生は，学生
のやりたいようにさせ，教官と学生が上下の隔
てなく自由闊達に議論する雰囲気を大事にされ
た．研究室セミナーでの論文紹介はいつも刺激
に満ちたものだったが，関口先生が紹介される
論文が毎回熱を帯びた議論になっていたことを
思い出す．当時は大変困難だった海外出張に毎

年₁回は出かけられて，世界の最新の情報を自
ら収集され，また，ワトソン博士など国内外の
一流研究者を研究室に招かれるなど，研究室の
メンバーに刺激を与えることを常とされてい
た．そのような中で，若者の心が躍らないわけ
がない．福岡で研究をやっていても，それは世
界の研究者コミュニティーの中でやっているの
だという自覚を持たせてくださったことを感謝
している．多くの卒業生が海外へと武者修行に
出かけた所以でもある．分子遺伝学・分子生物
学の日本での黎明期にファーストペンギンで
あった関口先生に続いて，教え子達が大きな海
原へと飛び込んでいったわけである．₁₉₉₆年に
九州大学を退官されて以来，睦門会と称して教
え子や関係者が関口先生を囲む会を毎年開いて
きた．昨年の₁₂月 ₃日には関口先生の米寿のお
祝いを兼ねての集まりが計画されていたが，そ
の前日に関口先生が急逝され，₁₂月 ₅日の告別
式が関口先生を囲む最後の会となった．関口先
生からいただいたものの大きさにあらためて気
づかされ，深い感謝の気持ちとともに，皆で先
生のご冥福を祈った．
　関口先生は日本遺伝学会を愛し，自らのホー
ムグラウンドとして遺伝学会とともに生きてこ
られた．₁₀₀年の遺伝学会の歴史の中で，関口
先生は₆₅年という記録的な会員歴を持たれたこ
とになる．このことからだけでも，関口先生は
遺伝学会の変遷をもっともよく知っていらっ
しゃったのは間違いないであろう．科学研究の
進展や変化は早い．学会も変化せずには続くこ
とはない．関口先生は日本分子生物学会の創設
メンバーのお一人でもあった．創設の翌年，
₁₉₇₉年には福岡で ₂回目の分子生物学会大会を
組織され，₁₉₈₉年に学会長となられ，分子生物
学会の最初の₂₀年間の中心人物として我が国に
分子生物学が根付き，大きな研究分野に発展す
ることに大きな役割を果たされた．分子遺伝学
が拡張・拡大していく中で生まれた初期の分子
生物学が全ての生物学分野，さらに，医学・薬
学・農学・工学の分野などにも広がっていくポ
テンシャルを早くから気づかれていたのであろ
う．ご存じのように，分子生物学会の勃興は遺
伝学会の変容をもたらした．その中で，関口先
生は遺伝学会のあるべき姿を思い描いていらっ
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しゃったのではなかろうか．分子生物学の広が
りは遺伝学の中に括ることはできなかったが，
遺伝学は生物学，医学，農学などの基盤となる
研究分野であることは変わらない．関口先生が
口癖のように言われていたのは，「分子遺伝，
細胞遺伝，集団遺伝までの広範な遺伝学領域を
一つの学会で議論できて，全体を見渡せるのが
遺伝学会の良いところだ．」ということであっ
た．関口先生は₁₉₉₁年の福岡での遺伝学会大会
の大会長を，₁₉₉₅年からは遺伝学会の会長を₄
年間務められたが，私の目には先生が遺伝学会
の将来の役割と姿を見越して学会の再構築と世
代交代を進められたように見えた．関口先生
は，₂₀₀₈年に遺伝学会の名誉会員になられてか
らも，遺伝学会大会には毎回参加されて，現役
の会員と同じように発表や議論を活発にされて
いた姿を思い出す．₂年前の奈良での第₉₀回大
会を私が世話することになった時のことであ
る．ある日，関口先生から電話をいただいた．
会員が全員参加して議論できるような分野横断
型のワークショップをやってはどうかとの提案
だった．私の力不足でそのようなワークショッ
プの企画は実現できなかったが，その代わり
に，参加者が一同に会することができるラン

チョンセミナーの形でシニアレクチャーを企画
して，関口先生と池村先生に講師をお願いする
ことにした．立ち見も出る満員の会場で，関口
先生の長い研究生活の中から見た遺伝学の変遷
や将来の方向を大きなスケールで話をされなが
ら，ご自身の最新の研究成果を熱く語っていた
だいた．「これからはビッグデータの時代にな
る．自分もその方向で研究を進めていくのだ．」
と仰っていたので，聞く方としては背筋が伸び
る思いであった．今になって思うに，お元気に
されてはいたが，歩くのに少し不自由がおあり
になるように見えた．病魔を押してでも，遺伝
学会の会員に最後に伝えたい思いを持たれて奈
良まで来ていただいたのではないだろうか．最
終日のシャトルバスで会場を去られる時に車窓
から手を振っていただいたお姿が昨日のことの
ように思い出される．シニアレクチャーに参加
した多くの会員にとっては，関口先生の遺伝学
と研究に対する情熱あふれる姿勢が先生の記憶
となり，遺伝学会の大きな財産になったのでは
なかろうか．在りし日の関口先生のことを心に
留め，感謝と哀悼の意を表して，追悼の言葉の
結びとしたい．
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日本遺伝学会第₉₁回大会　収支報告書
〈単位：円〉

収　入　の　部 支　出　の　部

₁．大会参加費 ₁₄₇名 ₁,₂₂₈,₀₀₀ ₁．会議準備費 ₁,₇₂₂,₄₃₅
₁）事前 ₁）予稿集・登録証製作費（コームラ） ₈₈₂,₃₀₆

一般会員 ₁₂₀名× @ ₈,₀₀₀ ₉₆₀,₀₀₀ ₂）予稿集・ポスター作成補助等・人件費 ₂₃₉,₄₀₀
一般非会員 ₇名× @ ₁₀,₀₀₀ ₇₀,₀₀₀ ₃）運営委員会予算（交通費，日当，懇親会等） ₃₂₇,₈₁₀

（₁₂₇名）事前合計 ₁,₀₃₀,₀₀₀ ₄）消耗品費（荷物タグ，延長コードなど） ₆₅,₉₉₉
₂）当日 ₅）パンフレット等（観光コンベンション） ₁₀,₀₀₀

一般会員 ₁₁名× @ ₉,₀₀₀ ₉₉,₀₀₀ ₆）公開市民講座（デザイン料，ポスター等） ₁₆₀,₉₂₀
一般非会員 ₉名× @ ₁₁,₀₀₀ ₉₉,₀₀₀ ₇）当日看板代 ₃₆,₀₀₀

（₂₀名）当日合計 ₁₉₈,₀₀₀
₂．会議当日費 ₁,₄₉₀,₅₀₆

₂．懇親会参加費 ₁₆₅名 ₈₈₁,₀₀₀ ₁）会場費（AOSSA） ₈,₉₅₀
₁）事前 ₂）会場費（福井大学） ₃₃₅,₉₂₀

一般会員 ₉₁名× @ ₆,₀₀₀ ₅₄₆,₀₀₀ ₃）運営人件費 ₇₁₄,₀₀₀
学生会員 ₄₆名× @ ₃,₀₀₀ ₁₃₈,₀₀₀ ₄）休憩室（お菓子，お茶等） ₂₈,₂₁₈
一般非会員 ₁₄名× @ ₇,₀₀₀ ₉₈,₀₀₀ ₅）YBP賞品 ₁₁,₆₆₄
学生非会員 ₀名× @ ₄,₀₀₀ ₀ ₆）コーヒー代（ ₃日） ₁₃,₀₀₀

（₁₅₁名）事前合計 ₇₈₂,₀₀₀ ₇）公開講座費 ₃₇₈,₇₅₄
₂）当日 講演者（旅費・謝金） ₁₉₀,₀₀₀

一般会員 ₉名× @ ₇,₀₀₀ ₆₃,₀₀₀ 会場費（ハピリンホール） ₅₃,₈₄₀
学生会員 ₁名× @ ₄,₀₀₀ ₄,₀₀₀ 懇親会費 ₁₃₄,₉₁₄
一般非会員 ₄名× @ ₈,₀₀₀ ₃₂,₀₀₀
学生非会員 ₀名× @ ₅,₀₀₀ ₀ ₃．ナイトゼミ費 ₆₀₀,₀₀₀

（₁₄名）当日合計 ₉₉,₀₀₀ ₁）生協代金（₄,₀₀₀円×₁₅₀名） ₆₀₀,₀₀₀

₃．ナイトゼミ参加費 ₁₂₄名 ₁₄₆,₀₀₀ ₄．懇親会費 ₁,₇₂₅,₅₃₀
₁）事前 ₁）懇親会費 ₁,₅₀₉,₂₁₀

一般会員 ₅₉名× @ ₂,₀₀₀ ₁₁₈,₀₀₀ ₂）利き酒アトラクション費 ₁₆₆,₃₂₀
学生会員 ₅₄名× @ – ₀ ₃）司会者 ₅₀,₀₀₀
一般非会員 ₁名× @ ₅,₀₀₀ ₅,₀₀₀
学生非会員 ₀名× @ ₃,₀₀₀ ₀ ₅．遺伝学会補助金返還分 ₃₀₃,₂₈₉

（₁₁₄名）事前合計 ₁₂₃,₀₀₀
₂）当日

一般会員 ₉名× @ ₂,₀₀₀ ₁₈,₀₀₀
学生会員 ₀名× @ – ₀
一般非会員 ₁名× @ ₅,₀₀₀ ₅,₀₀₀
学生非会員 ₀名× @ ₃,₀₀₀ ₀

（₁₀名）当日合計 ₂₃,₀₀₀

₄．予稿集販売 ₀
₀冊× @ ₂,₀₀₀ ₀

₅．展示・広告収入（税込み） ₃₉₀,₀₀₀
₁）展示費 ₃小間× @ ₅₀,₀₀₀ ₁₅₀,₀₀₀
₂）広告費
裏表紙（カラー） ₂件× @ ₃₀,₀₀₀ ₆₀,₀₀₀
表紙裏（カラー） ₁件× @ ₃₀,₀₀₀ ₃₀,₀₀₀
後付け（A₄） ₄件× @ ₂₀,₀₀₀ ₈₀,₀₀₀
後付け（A₄半ページ） ₇件× @ ₁₀,₀₀₀ ₇₀,₀₀₀

₆．補助金 ₃,₁₉₆,₇₆₀
₁）大会準備金（日本遺伝学会） ₁,₀₀₀,₀₀₀
₂）ナイトゼミ補助金（日本遺伝学会） ₂₄₀,₀₀₀
₃）福井大学補助金 ₁₀₀,₀₀₀
₄）福井県立大学補助金 ₂₅₀,₇₆₀
₅）宿泊補助金（福井観光コンベンションビューロー）₁,₆₀₆,₀₀₀

₇．振替口座利子 ₀ ₀

収入合計 ₅,₈₄₁,₇₆₀ 支出合計 ₅,₈₄₁,₇₆₀
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ISEGB 20₁₉ 派遣学生　体験記
　日本遺伝学会では台湾・日本間の学生の相互交流の一環として，₂₀₁₄年度から Taiwan Society of Evolution and 
Computational Biologyが毎年開催する International Symposium on Evolutionary Genomics and Bioinformatics
（ISEGB）に学生 ₂名を選考し，派遣して参りました．昨年度から，派遣された学生から日本遺伝学会に提出い
ただいた報告書を GSJコミュニケーションズに派遣体験記として掲載しております．今年度も昨年₁₁月 ₃ － ₄
日の日程で開催された ISEGB₂₀₁₉ のシンポジウムの様子や研究室訪問での経験など報告いただきました．₂₀₂₀
年度も派遣学生を公募する予定ですので，皆さん，この体験記を参考にふるって応募ください．

企画集会幹事　中別府雄作

ISEGB 20₁₉ 派遣学生　活動報告書

北海道大学大学院情報科学院
情報科学専攻博士後期課程 ₁年

藤原　一道

　₂₀₁₉年₁₁月 ₃ 日および ₄日に開催された演化基因體學與生物資訊國際研討會 ₂₀₁₉（International Symposium 
on Evolutionary Genomics and Bioinformatics ₂₀₁₉: ISEGB₂₀₁₉）に日本遺伝学会からの派遣学生として日本・台
湾間での学生の相互交流の一環で参加しました．本シンポジウムは，台灣大學（National Taiwan University）と
台灣演化與計算生物學會（Taiwan Society of Evolution and Computational Biology）が主催する，進化生物学と
バイオインフォマティクスに関わる研究を検討する国際会議でした．約₁₅₀名以上の台湾内外の研究者が参加し，
比較的小規模ながらも盛んに研究の意見交換を行っている印象を受けました．また今年は，数多くの 海外の著
名な研究者が参加しており，彼らの招待公演は非常に有意義な内容で大変勉強になりました．進化生物学とバイ
オインフォマティクスが主な発表分野でしたが，他にも理論進化学や生物多様性，または分子生物学に関する発
表など様々な分野の研究者も発表に参加していました．ISEGB₂₀₁₉ の前日には招待公演者の Anton Nekrutenko
博士による Galaxy Workshopが開催され，一部のシンポジウム参加者と私を含む日本から派遣された学生が参
加しました．ゲノムビッグデータ解析プラットフォームである「Galaxy」を用いた解析手法の紹介と，プログラ
ミング言語「Python」を用いた実際的な統計解析の演習を行い，ツールの使い方だけではなく，解析を行う必
要性の背景も含めて多くのことを学べました．
　日程としては，ISEGB₂₀₁₉ への参加後は私が希望した ₂つの研究室への訪問を行いました．最初に，台南の
國立成功大學（National Cheng Kung University）の黃兆立（Chao-Li Huang）博士の研究室を訪問しました．こ
の研究室ではメタゲノム解析，特に土壌におけるマイクロバイオーム解析を主に研究していました．台南には日
程的にたった ₁日のみの滞在だったので限られた時間ではありましたが，Chao-Li Huang博士と私の研究に関す
るディスカッションや，彼の研究室の学生による研究に関してもディスカッションを行うことができました．ま

た，彼の好意で蔣鎮宇（Tzen-Yuh Chiang）
博士ともお会いすることができ，台湾にお
ける大学教育や研究基盤に関して実際の現
場の研究者として様々なお話を伺うことが
できました． ₂ つ目は台灣大學の丁照棣
（Chau-Ti Ting）博士の研究室を訪問しまし
た．Chau-Ti Ting博士の研究室は世界中の
ショウジョウバエを集めて管理しており，
それを用いてショウジョウバエの種分化に
ついて集団遺伝学や分子生物学を用いた研
究全般を行っていました．また台灣大學で
は彼女の好意で李承叡（Cheng-Ruei Lee）博
士の研究室も訪問させていただきました．
Cheng-Ruei Lee博士の研究室はシロイヌナ
ズナの起源を集団遺伝学的な解析アプロー
チを用いて探る研究を行っており，手法や
解析方法に関して共に議論することができISEGB20₁₉ にて
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ました．
　今回の派遣で最も有意義だったのは多くの台湾の大学院生と触れ合い，研究に関してや将来の目標に関して
色々と話すことができた事でした．台湾は，日本と同様に博士の学位を取得した後のアカデミアの就職先が非常
に高い競争率であり，研究者として生き残ることが難しいため，博士を卒業しても自身の研究とは全く関係のな
い分野の企業に勤めるか，もしくは国外にポストを求めて出て行くかという ₂択であることが現状の問題として
あるようです．実際に，台灣大學の教員はアメリカなどの海外の大学や研究機関で博士号を取得したり研究活動
を行っていたりしていた研究者が多く在籍しており，今回触れ合った大学院生達も卒業後には海外で活躍したい
という非常に強い熱意を感じることができました．
　たった一週間の訪問期間でしたが，ISEGB₂₀₁₉ への参加を含めて様々な研究室に訪問することができ，台湾
の文化に触れるだけではなく多くの先生・学生と研究や研究姿勢に関して色々と議論することができ，非常に有
意義な滞在でした．台湾の学生から感じた熱意を刺激に，私もこれからの研究活動についてさらに熱意を持って
取り組んでいきたいと思いました．

藤原　一道（ふじわら　かずみち）
　北海道大学工学部情報エレクトロニクス学科卒業後，同大学大学院情報科学研究科生命人間情報科学専攻を修了．現在は
同大学大学院情報科学院情報科学専攻に所属し博士後期課程一年（₂₀₁₉年度現在）．

ISEGB 20₁₉ 派遣学生　活動報告書

首都大学東京理学研究科
生命科学専攻博士前期課程 ₁年

藤近　敬子

　日本遺伝学会からの派遣学生として，₂₀₁₉年₁₁月 ₃ 日， ₄日に開催された ISEGB₂₀₁₉［International Sympo-
sium on Evolutionary Genomics and Bioinformatics ₂₀₁₉］に参加した．ISEGBは進化や分子生物学，バイオイ
ンフォマティクスに関連する研究発表を行う国際会議である．私は台湾に₆日間滞在し，前半はGalaxy Workshop
と ISEGB₂₀₁₉ に参加し，後半は国立台湾大学の Dr. Chau-Ti Tingの研究室への訪問と Academia Sinicaの Dr. 
Fang Shuの研究室を訪問した．台湾滞在中のすべての経験が私にとっては大きな刺激となる貴重なものであっ
た．
　まず前半のワークショップでは，RNA-seqなどの解析ツールとして Galaxyを扱った．現在私は RNA-seqを
行っており，今回のワークショップで解析に関して新たな知見を得ることができたのは幸運なことであった．そ
して前半のメインである ISEGB₂₀₁₉ ではすべての研究発表が英語で行われ，内容もバイオインフォマティクス
を中心にとても充実したものであった．私は口頭発表で参加し，質問時間も休憩時間も様々な方と議論ができ，
自分の研究を深めることができた．また，自分の研究分野に近い方だけではなく，様々な分野の方とポスター発
表を通じて知り合うことができ，またポスターのコアタイムでは議論を通じて視野を広げることができた．
ISEGBに参加して強く感じたのは，興味や疑問があれば，質問を躊躇せずに行うことの大切さである．ISEGB

は内容が多岐にわたっているため，また，私は語
学が不得手のため，最初は質問することに不安が
あった．しかし，発表を聞いて，興味関心を相手
に示す，議論のきっかけともなることができるの
は質問である．ポスター発表では躊躇したもの
の，質問を口に出せば発表者の方は丁寧に説明し
て下さった．自分の口頭発表で質問をくれた方と
は休憩時間により深く話すことができた．これら
の経験を通じて，今後自分が学会に参加するとき
は，より幅広い興味や関心を持って様々な人に質
問を行いたいと感じた．
　後半の Dr. Chau-Ti Tingと Dr. Fang Shuの研
究室は自分と同じショウジョウバエを扱っている
ため，教授や学生達と実験手法や飼育方法などの
情報交換を行うことができた．また，台湾大学や
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Academia Sinicaには留学制度や奨学金制度
が複数存在し，充実したものであることを
知った．国や研究機関からの援助が制度と
して整っているならば，学生も留学や進学
を視野に入れやすくなり，とても羨ましい
と感じた．今回の訪問の際に，Academia 
Sinicaでは奨学金のためのポスターコンペ
ティションを開催しており，見学すること
ができた．学生達が自分の研究のアピール
を生き生きと行う姿が印象的で，研究に対
する意欲，関心の高さが覗えた．さらに，
研究室の学生達とは実験だけではなく，台
湾の歴史や情勢，研究室での生活，進路や
恋愛など様々な話をし，とても楽しく過ご
すことができた．
　今回の訪問は，たくさんの学びと出会い
があり，とても実りのあるものであった．今回の訪問で得たものを糧に今後の自分の研究を頑張っていきたい．

藤近　敬子（ふじちか　たかこ）
　東京都練馬区出身．首都大学東京都市教養学部卒業．首都大学東京理学部生命科学専攻博士課程前期 ₁年在学（₂₀₁₉年度
現在）．生物の環境適応や進化に興味がある．趣味はバドミントン，バレーボール，書道．

第 2回日本遺伝学会春季分科会の中止について

　国立遺伝学研究所で₂₀₂₀年 ₃ 月 ₉ 日（月）に開催を予定しておりました第 ₂回日本遺伝学会春季
分科会ですが，新型コロナウイルスの感染拡大の懸念から中止とさせていただきました．参加を予
定されていた方々，準備にご尽力いただいた方々には大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申
し上げます．

日本遺伝学会春季分科会運営委員会
平田たつみ，野々村賢一，小林武彦
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遺伝学談話会報告第 19 回

日　時：₁₁月₂₁日～₁₂月₁₉日の毎週木曜夕方₁₈：₃₀～₂₀：₃₀
場　所：TKP札幌ビジネスセンター赤れんが前「すずらん」

　第₁₉回遺伝学談話会は，公益財団法人　北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）　医療関連新
事業創出プロジェクト運営事業と共催で BI LAB₁︶ 人材育成講座（全 ₅回）を開催した．人材育成講座の概要は
以下の通り．

　第 ₁回　「SAPPORO BI LAB」が目指す Bio×ITの世界」磯 真査彦（ラボ長・株式会社ノースポイント）・中
原 拓（株式会社ファストトラックイニシアティブ　ベンチャーパートナー）参加者₃₄名（受講者₂₅名）．
「SAPPORO BI LAB」の概要／バイオの市場規模とDNA・IT/AI・ゲノム編集における技術の革新／スタートアッ
プが中心となったイノベーションのトレンド／バイオ×ITで注目する領域と世界と日本の事例（デジタルヘル
ス，デジタルセラピューティクス，AI創薬，プログラミング医療，農業，福祉）／バイオ×ITの事業を始めるた
めのチーム作り（HACKER・HIPSTER・HUSTLERの関係構築）と戦略／北海道における BIビジネスの振興に
向けてと札幌におけるエコシステムの形／「SAPPORO BI LAB」の目的．
　第 ₂回　個人ゲノム情報の理解に役立つバイオインフォマティクス　遠藤俊徳（北大）参加者₂₇名（受講者₁₇
名）．バイオインフォマティクス技術と守備範囲／次世代シーケンサーとバイオインフォマティクス／ゲノムデー
タと個人情報・個別医療／比較ゲノム解析．
　第 ₃回　ヒトゲノムの多様性をどのように解析するのか　長田直樹（北大）参加者₁₉名（受講者₁₃名）個人差
とゲノム情報解析／次世代シークエンサーを使ったゲノム情報の取得と基礎的解析／遺伝統計学・ゲノムワイド
解析（GWAS）／遺伝情報のプライバシー，倫理・法律の壁．
　第 ₄回　バイオと ITの融合で生まれる価値・プラットフォーム技術のビジネスモデルと成功のカギ　「バイオ
と ITの融合で生まれる価値」宇佐美克明（株式会社デジタルガレージ），「プラットフォーム技術のビジネスモ
デルと成功のカギ」橋本 遙（同）．参加者₂₈名（受講者₁₉名）．「バイオ×IT」の市場規模とイノベーションの起
きる背景／バイオヘルス事業の事例紹介／「デジタル×診療」の未来と Digital Therapeutics／バイオテクサービ
スの進化とキーワード／「ITとバイオの融合」における事例紹介／バイオヘルス事業における「Product Market 
Fit（PMF）」と「Minimum Viable Product（MVP）」の重要性．
　第 ₅回　バイオビジネスの現状と将来・バイオビジネスにおけ
るオープンイノベーションの活用～伊藤勝彦（技術戦略マネジメ
ント・オフィス）「バイオビジネスの現状と将来」，「バイオビジネ
スにおけるオープンイノベーションの活用」飛谷篤実（同）参加
者₂₆名（受講者₁₈名）　製薬・証券・企業再生における実績事例／
バイオ（医薬品）産業とは／バイオ（医薬品）産業×AI／「イノ
ベーション」の概念／クローズドとオープンのイノベーションに
おけるビジネスモデル事例／資金・知財・人材のマネジメント．

　以下のような活発な質疑応答があった．Q：ベンチャークラス
ター成功のカギは？　A：リスクを恐れずにできるかどうか．Q：
学生がスタートアップするには？　A：知識・思考・経験が重要．
博士課程まで進み学んでほしい．Q：染色体異常の AI診断は可能
か？　A：統計モデル等を含め今後の課題．Q：ビジネスモデルの
役割分担は？　A：様々なパターンがある．シーズ実用化パート
ナーを積極的に開拓する必要がある．
　第 ₁回と第 ₄回の終了後には講師と受講者の交流イベントが開
催され，全講義終了後には受講者への修了証書授与式が行われた．
遺伝学会からは一般会員 ₂名と新規入会学生 ₃名が参加した．（遠
藤俊徳）
₁）　BI LABは，BIOと ITの融合による事業創出を目指し，札幌を中心とする産学官連携の試みで，令和元年₁₀月に設立され
た．
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日本遺伝学会木原賞および奨励賞候補者推薦のお願い
　下記の規程に添って₂₀₂₀年度木原賞および奨励賞候補者推薦をお願いします．

【推薦書作成要領】
　本誌に掲載された様式に従って作成してください．なお，同様式は遺伝学会ホームページからダ
ウンロードしていただけます．いずれも用紙は A₄ 判を使用して下さい．
（木原賞）候補者の主な発表論文のリストを別紙にて作成し，うち主要な論文 ₅編 ₃ 部ずつを郵送 

して下さい．また，候補者推薦書ファイル，業績リストファイル，論文の PDFファイル
をメールの添付ファイルにてお送りください．

（奨励賞） ₁．候補者の主な発表論文のリストを別紙にて作成し，うち主要な論文 ₂編 ₃ 部ずつを 
郵送して下さい．

₂．自薦の場合も同様式に従って作成して下さい．
（₂₀₁₀年から年齢制限はなくなりました）

また，候補者推薦書ファイル，業績リストファイル，論文の PDFファイルをメールの添
付ファイルにてお送りください．

【提出期限】
2020年 ₅月₁₅日（金）必着
提出先：〒₄₁₁-₈₅₄₀　三島市谷田₁₁₁₁　国立遺伝学研究所内
　　　　　　　　　　日本遺伝学会　Tel＆ Fax　₀₅₅-₉₈₁-₆₇₃₆

日本遺伝学会会長　小林 　武彦
電子ファイル送付先：Email: japgenet@nig.ac.jp

＊なお，木原賞および奨励賞の受賞者には当学会誌 Genes & Genetic Systemsに英文総説の執筆 
と，その年に開催されます大会で受賞記念講演をお願いしております．

（目的）
　遺伝学の進歩を促し，すぐれた研究業績を一般に知らせるために学会賞および奨励賞を設定する．
（賞の種類）
　₁．　日本遺伝学会木原賞
　　　遺伝学の分野ですぐれた業績をあげた者（原則として会員）に授与する．
　₂．　日本遺伝学会奨励賞
　　　遺伝学の特定の分野ですぐれた研究を活発に行い，将来の成果が期待される会員に授与する．
（賞の内容）
　₁．　日本遺伝学会木原賞
　　　賞状，メダルおよび副賞としての賞金からなる．
　₂．　日本遺伝学会奨励賞
　　　賞状および副賞としての賞金からなる．
（賞の選考）
　賞の選考は下記に定められた選考委員会と選考方法によって行う．
　₁．　選考委員会
　　全会員を対象として評議員会により選出された若干名と，これに会長が加わり，選考委員会を構成する．会長以
外の選考委員は任期を ₂年とし，連続して ₂期（ ₄年）をこえ選考委員としてとどまることはできない．
　　選考委員会の委員長は会長がつとめるものとする．
　₂．　選考方法
　　会員から推薦された候補者について選考委員が慎重に審査を行い，受賞者を決定した上で評議員会の承認を得る
ものとする．日本遺伝学会木原賞受賞者については原則として各年 ₁名とするが，適当な候補者がない場合は授賞
は行わないものとする．
　　日本遺伝学会奨励賞については各年 ₂名以内を選ぶものとする．

　附　則
昭和₅₇年₁₁月₂₀日　日本遺伝学会総会承認
昭和₆₀年₁₀月₁₄日　一部改正
昭和₆₃年 ₂ 月 ₆ 日　一部改正
₁₉₈₉年₁₀月₁₄日　　一部改正　日本遺伝学会総会承認
₁₉₉₂年₁₀月₂₃日　　一部改正
₂₀₀₅年 ₄ 月 ₄ 日　　一部改正
₂₀₀₉年 ₉ 月₁₇日　　一部改正　日本遺伝学会総会承認

日本遺伝学会学会賞および奨励賞に関する規程（抜すい）
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2020年度日本遺伝学会木原賞候補者推薦書

₂₀₂₀年　　月　　日

推　　　　薦　　　　者
（ ふ り が な ）
氏　　　　名 印

職　　　　名

連 　絡 　先

〒

TEL:　　　　　　　　　　　　 FAX:

E-mail:

受　賞　候　補　者

（ ふ り が な ）
氏　　　　名 （西暦）　　　　年　　月　　日生

職　　　　名

連 　絡 　先

〒

TEL:　　　　　　　　　　　　 FAX:

E-mail:

【略　　　歴】
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受賞候補者（　　　　　　　　　　　　）氏の推薦理由等

研究題目
（和文）

（英文）

【推薦理由】

（紙面不足の場合は別紙［A₄ 判］に記載し，添付して下さい）

注：候補者の主な発表論文のリストを別紙（紙は A₄ 判を使用）に掲載し，うち主要な論文 ₅編 ₃ 部
ずつを郵送して下さい．ここに示した推薦書に必要な情報が記載してあれば，用紙（A₄ 判）は別
紙でも結構です．

　　提出期限：　2020 年 ₅ 月 ₁₅ 日（金）必着
　　提 出 先：　〒₄₁₁-₈₅₄₀　静岡県三島市谷田₁₁₁₁　国立遺伝学研究所内　日本遺伝学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL & FAX　₀₅₅-₉₈₁-₆₇₃₆
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2020年度日本遺伝学会奨励賞候補者推薦書

₂₀₂₀年　　月　　日

推　　　　薦　　　　者 （自薦の場合，職名，連絡先は不要）

（ ふ り が な ）
氏　　　　名 印

職　　　　名

連 　絡 　先

〒

TEL:　　　　　　　　　　　　 FAX:

E-mail:

受　賞　候　補　者

（ ふ り が な ）
氏　　　　名 （西暦）　　　　年　　月　　日生

職　　　　名

連 　絡 　先

〒

TEL:　　　　　　　　　　　　 FAX:

E-mail:

【略　　　歴】

【遺伝学会における活動歴】
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受賞候補者（　　　　　　　　　　　　）氏の推薦理由等

研究題目
（和文）

（英文）

【推薦理由】

（紙面不足の場合は別紙［A₄ 判］に記載し，添付して下さい）

注：（₁）候補者の主な発表論文のリストを別紙（紙は A₄ 判を使用）に掲載し，うち主要な論文 ₂編
₃部ずつを郵送して下さい．ここに示した推薦書に必要な情報が記載してあれば，用紙（A₄ 
判）は別紙でも結構です．

　　（₂）自薦の場合もこの用紙を使ってください．
　　提出期限：　2020 年 ₅ 月 ₁₅ 日（金）必着
　　提 出 先：　〒₄₁₁-₈₅₄₀　静岡県三島市谷田₁₁₁₁　国立遺伝学研究所内　日本遺伝学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL & FAX　₀₅₅-₉₈₁-₆₇₃₆



─　19　─

◆会　員　異　動◆
新入会・再入会

中　村　峻　大 ₀₆₀-₀₈₁₄ 北海道札幌市北区北₁₄条西 ₉丁目
北海道大学工学部情報エレクトロニクス学科生体情報コース情報生
物学研究室

古久保　哲　朗 ₂₃₀-₀₀₄₅ 横浜市鶴見区末広町₁-₇-₂₉
横浜市立大学大学院生命医科学研究科

西　森　み　き ₁₅₂-₈₅₅₀ 目黒区大岡山 ₂丁目₁₂-₁　W₃-₄₃　₆₁₂号室
東京工業大学　生命理工学院　二階堂研究室

滝　澤　紘　樹 ₀₆₀-₀₈₁₄  札幌市北区北十四条西 ₉丁目　情報科学研究院棟₉-₀₇号室
北海道大学大学院　情報科学研究科　生命人間情報科学専攻　情報
生物学研究室

笹　沼　博　之 ₆₀₆-₈₅₀₁ 京都府京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学研究科放射線遺伝学

（連絡先自宅のため不掲載）
細川竜聡，眞鍋　柊，菅谷夏希，清水雅斗

退　　　　　会

按田瑞恵，山本大賀，井上拓馬，野坂達哉，佐賀友弥，今中千秋，北　寛貴，平井真大，松本美歩，安田江
里奈，平川　健，二河成男，石森啓右，遠藤伶奈，宮木至道，永尾通章，石下　聡，堀　生実，山下仁義，
野方美歩，妙本耀駿，冨永　晃，布瀬翔平，北野翔平，園田　悟，堀口　理，野沢紘佑，Jo Minji，西崎絵
理，亀田雅博，岸　伸行，小林佑斗，清野健司，稲田隆人，朴　玉子，木本紗希，ミノヴィッチ あに香，河
合　翼，斎藤　茂，各務　孝，穂積俊矢，山田　芳，粂川　敦，永井千駿，小坂健悟

寄贈図書・交換図書
科学 Vol. ₉₀ No. ₂-₃ （₂₀₂₀）

CHINESE QINGHAI JOURNAL OF ANIMAL AND VETERINARY SCIENCES Vol. ₄₉ No. ₆ （₂₀₁₉）

NEWS OF NATIONAL ACADEMY OF SCIENCES OF THE REPUBLIC OF 
KAZAKHSTAN

No. ₄-₅ （₂₀₁₉）



日 本 遺 伝 学 会 会 則
第 1条　本会は公益財団法人 遺伝学普及会 日本遺伝学会と称する．
第 2条　本会は遺伝に関する研究を奨め，その知識の普及を計ることを目的とする．
第 3条　本会は事務局を静岡県三島市谷田，国立遺伝学研究所内におく．
第 4条　本会に入会しようとするものは住所，氏名および職業（退職者は前職）を明記して本会事務局に申し

込むこと．
第 5条　本会会員は普通会員，シニア普通会員，シニア永年会員，学生会員，教育会員，機関会員，賛助会員

および名誉会員とする．ただし，年会費滞納が当該年度を超えて 1年以上におよぶものは会員資格を
停止する．

 1）　普通会員は年会費10,000円を納める．
 2）　シニア普通会員は，定年退職して常勤職でないことを申し出た者とする．以降の年会費6,000円を納め

る．会長および評議員の被選挙権は有しない．
 3）　シニア永年会員は，当学会に 5年以上在籍する65歳以上の普通会員もしくはシニア普通会員が，初回

のみ30,000円の永年会費を納入して資格変更でき，以降の会費および大会参加費の納入は免除される．
会長および評議員の被選挙権は有しない．

 4）　学生会員は，在学証明書またはそれに代わるものを提出することで，初年度の年会費を免除し， 2年
目以降は3,000円を納める．

 5）　教育会員は，小・中・高等学校等の教育機関の教員を対象とし，年会費2,000円を前納する．会長およ
び評議員の被選挙権は有しない．

 6）　機関会員は 15,000円を，賛助会員は 1口（20,000円）以上を納める．
 7）　普通会員，シニア普通会員，学生会員および教育会員が休職および海外留学をする期間の休会を申し

出たときは，その期間中の年会費を免除する．
第 6条　本会は次の者を総会の決議により名誉会員の称号，あるいは特別功労賞を授与することができる．

　本会に功労のあった者．外国の卓越した遺伝学者．
第 7条　本会は隔月 1回 Genes & Genetic Systems を発行する．印刷体は機関会員，賛助会員，および希望する

普通会員と学生会員に配布する．印刷体の送付を希望しない普通会員と学生会員は年会費を500円減額
する．特に希望がある場合を除き，シニア普通会員およびシニア永年会員には印刷体を送付しない．

第 8条　本会は毎年 1回大会を開く．大会は総会と講演会とに分け，総会では会務の報告，規則の改正，役員
の選挙および他の議事を行い，講演会では普通会員，シニア会員，準会員および名誉会員の研究発表
をする．
　大会に関する世話は大会委員若干名によって行い，大会委員長は会長が委嘱する．大会は臨時に開
くことがある．

第 9条　本会は各地に談話会をおくことができる．
第10条　本会は会長 1名，幹事若干名，会計監査 2名の役員，および評議員若干名をおく．
 1）　会長は本会を代表し，会務を統轄する．
 2）　会長は，評議員が普通会員および学生会員の中から選出した複数の候補者から，普通会員，シニア普

通会員，シニア永年会員，学生会員による直接選挙によって選出される．
 3）　評議員は，普通会員および学生会員の中から，普通会員，シニア普通会員，シニア永年会員，学生会

員による直接選挙で選出される．
 4）　幹事は，会長が推薦する候補会員を評議員の過半数が承認することにより選任される．
 5）　会計監査は，会長が推薦する候補会員を評議員の過半数が承認することにより選任される．
 6）　会長は評議員会を招集し，その議長を務める．幹事は評議員会に出席するものとする．
 7）　評議員会は会員を代表して，事業計画，経費の収支，予算・決算，学会誌の発行，大会の開催，その

他重要事項について審議し，出席評議員の過半数をもって議決する．
 8）　会長ならびに幹事により幹事会を構成し，会長がこれを代表する．
 9）　幹事会は，学会の関連事項を論議し評議員会に諮ると共に，会務を執行する．
10）　会計監査は，学会の会計を監査する．

第11条　役員および評議員の任期は 2カ年とする．会長および評議員は連続三選はできない．
第12条　本会の事務年度は毎年 4月 1日に始まり，翌年 3月31日に終わる．
付則　　平成 7年10月13日に第 5条を改正し，平成 8年 1月 1日から施行する．
付則　　平成21年 9月17日に第 5条を改正し，平成22年 1月 1日から施行する．
付則　　平成26年 9月 8日に第 5条，第 7条，第 8条を改正し，平成29年 1月 1日より施行する．ただし，Genes 

& Genetic Systems の印刷体の送付を希望しない場合の会費減額は，平成30年 4月 1日より行う．
付則　　平成29年 9月12日に第 5条を改正し，平成30年 4月 1日から施行する．
付則　　平成31年 3月 8日に第12条を改正し，平成31年 4月 1日から施行する．
付則　　令和 1年 9月12日に第 1条，第 3条，第 4条，第 5条，第 6条，第 7条，第10条を改正し，令和 1年

9月13日から施行する．

Genes & Genetic Systems　第₉₅巻 ₁号（付録）
₂₀₂₀年 ₄ 月₁₅日発行　非売品

発 行 者　小林　武彦　　　　　
印 刷 所　レタープレス株式会社

Letterpress Co., Ltd. Japan
〒₇₃₉-₁₇₅₂　広島市安佐北区上深川町₈₀₉-₅番地

電話　₀₈₂（₈₄₄）₇₅₀₀
FAX　₀₈₂（₈₄₄）₇₈₀₀

  
発 行 所　　公益財団法人 遺伝学普及会 日本遺伝学会

Genetics Society of Japan
静岡県三島市谷田₁₁₁₁
国立遺伝学研究所内

学 会 事 務 取 扱

〒₄₁₁-₈₅₄₀　静岡県三島市谷田・国立遺伝学研究所内
公益財団法人 遺伝学普及会 日本遺伝学会

https://gsj₃.org

電話・FAX    ₀₅₅-₉₈₁-₆₇₃₆
振替口座・₀₀₈₉₀-₁-₂₁₇₃₁₆
加入者名・日本遺伝学会

  
国内庶務，渉外庶務，会計，企画・集会，将来計画，
編集などに関する事務上のお問い合わせは，各担当幹
事あてご連絡下さい．

乱丁，落丁はお取替えします．

この冊子に記載してある個人情報については，慎重に取り扱っていただきますようお願いいたします．
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